
レプトスピラ症の発生動向【沖縄県：2019年】

沖縄県感染症情報センター（沖縄県衛生環境研究所）

１　月別届出受理保健所別報告数

２　性別年齢別

・例年、夏から秋にかけて報告が多くなります。

・2019年は、13人の報告がありました。

・届出受理保健所別報告数は北部が1人、中部が2人、那覇市が2人、南部が1人、八重山が7人

でした。

・男性が8割以上を占めています。

・年齢別では、20代が4人で最も多く、30代が3人、50代が2人、9歳以下及び40代、60代、70代以上

が各1人でした。
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３　推定感染地域・経路

４　症状

５　対策について

６　参考資料

※レプトスピラ症は四類感染症です。
　診断した医師は直ちに最寄りの保健所へ届け出てください（全数報告です）。

　　国立感染症研究所　レプトスピラ症とは

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ra/leptospirosis.html

・推定感染地域は、八重山が8人で最も多く、次いで北部が3人、南部及び沖縄県内（詳細不明）が

各1人でした。

・推定感染経路は、滝を含む河川でのレジャー活動を通した水系感染が疑われる例が85％と大部分

を占めています。
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傷がある状態で川に入らない、川に入る際は怪我をしないような服や履き物を着用しましょう。
また、川に入った後に発熱や目の充血、筋肉痛等が出た場合には、医療機関を受診し、川に入っ
たことを伝えてください。

・すべての患者で発熱症状が見られました。次いで筋肉数が77％と多く見られています。
・その他には倦怠感や肝機能障害が報告されています。

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ra/leptospirosis.html

